
北野病院泌尿器科では前立腺生検後の排尿障害に関する研究を行っています。 

以下にその概要を説明します。 

 

研究の目的： 

前立腺生検の後に時々排尿障害が発生することが知られており、当院では検査の前後で残尿量を

測ることによって排尿障害の早期発見に努めています。この残尿量を集計し、さらに患者さんの

年齢や前立腺のサイズなどと共に解析することによって、どのような方で生検後の排尿障害が発

生しやすいかを調べることが本研究の目的です。 

研究の方法・期間： 

北野病院泌尿器科で 2014年 4月から 2016年 12月までに前立腺生検を受けられた方が対象とな

ります。対象となる患者さんの過去の診療録を用いて検査結果を解析します。本研究は、当施設

の承認を得て実施されています。研究期間は研究許可日から 2018年 3月 31日までです。 

研究対象者の負担・リスク・利益： 

過去の診療録を用いる研究ですので、新たな負担やリスクは発生しません。また、本研究に参加

することで直接的に得られる利益はありませんが、今後同じ検査を受ける方にとって有害事象軽

減に関する知見が得られる可能性があります。 

研究データの管理について： 

本研究で得られた患者さんの診療記録や検査結果といった個人情報は厳重に保護し、患者さん個

人が特定されないよう匿名化を行うなど取り扱いには十分留意します。「人を対象とする医学系

研究に関する倫理指針」を遵守して実施し、研究結果の発表において個々の患者さんが特定され

るような情報が公開されることはありません。 

研究対象者等からの相談への対応： 

本研究に関する質問や、ご自身のデータを使用されることを望まれない場合は下記までご連絡く

ださい。その場合は診療情報が研究に用いられることはなく、また、そのことによって不利益を

受けることも一切ありません。 

 

問い合わせ先： 

公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院 

腎泌尿器センター泌尿器科 宗田 武 

〒530-8480 大阪市北区扇町 2-4-20 

電話：06-6312-1221(代) 

FAX：06-6361-0588 


